応用行動分析に基づく保育士を対象とした発達支援リーダー養成プログラムの開発及びその効果 : 発達障害者支援センターにおける地域支援として by 田中 善大 & Yoshihiro Tanaka
－ 47 －
氏 名
学 位 の 専 攻
分 野 の 名 称
































































論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　田中善大氏の博士論文研究論文は、地域普及型の新しい発達支援研究の方向性を示すものである。地域社
会における実証的な支援方法の確立を目指して、系統的な保育士研修プログラムを開発するという新しい試
みであるが、人口154万人を擁する政令都市Ａ市における地域支援に対する意気込みを示すものであるとも
いえる。そのためには、科学的な方法により、データベースの支援プログラムを開発することが期待される。
本博士論文研究は大学への委託研究事業の一環として、田中氏が心理学研究者として応用行動分析のさまざ
まな方法を駆使し、他職種と連携して実現させた地域社会における発達支援研修の基盤研究として特徴づけ
ることができる。
　博士論文研究では、Ａ市の発達障害者支援センターの大学委託研究事業として、保育士に対する応用行動
分析の研修プログラムを開発し、その効果を検討している。Ａ市の発達障害者支援センターは2007年の開設
当初から、早期の発達支援体制を構築するために保育士研修プログラムの開発研究事業を大学に委託してお
り、田中氏は2008年度から2010年度にかけてこの研究事業に貢献し、2011年度も継続している。田中氏は大
学院をとおして発達支援研究に精力的に従事してきた科学者実践家であるが、博士論文で明らかにされた研
究構想とその応用的価値は膨大なものである。
　博士論文では、発達障害者支援センターの役割を検討し、日本における就学前の発達障害児及び「気にな
る」子どもについての現状を調査した研究を概観した結果、これまでに応用行動分析の領域で行われてきた
支援者トレーニングの効果を検討している。応用行動分析の着眼点は、行動と環境との相互作用の機能分析
にあるが、保育士が子どもの行動を観察し、さらに問題行動を維持している環境要因を推測し、それを確認
することである。保育士の園児に対する働きかけを科学的に分析し、確かな発達知識に基づいた支援を行う
ためには、保育士の専門性を高めることが必要である。本博士論文研究ではＡ市の公立保育園全体の90パー
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セントが研修に参加したことからもA市全域にリーチアウトし、段階的に組まれた研修プログラムを実践
することができた。具体的には、園児の気になる行動への気づきから、行動の文脈的理解、さらに行動変容
に向けて、実践参加型の研修プログラムを開発し、その効果検証に成功した。
　本博士論文研究の優れた点は、（1）応用行動分析に基づく上級保育士研修プログラムを開発したこと、（2）
政令都市における地域支援の実証的なモデルを提示したこと、（3）効果の指標となる行動データと自己報告
データを分析し、さらに研修プログラムの「受け入れやすさ」を評定し社会的妥当性に配慮したこと、（4）
研修に直接参加した上級保育士から他の保育士に園内で支援法の普及があったかどうかを測定したこと、（5）
保育士の園児に対する働きかけがどのように具体的に変化したのかを評価したこと、（6）事例検討会と巡回
相談を研修に組み込みいれ、その効果を実証したこと、そして（7）研修を受けた指導的立場にある保育士が、
今度は支援プログラムにスタッフとして加わることでさらに研修効果を高めたこと、などが挙げられる。
　田中氏は、博士論文に含まれた主要な研究を国内および海外の主要な学会で精力的に発表しており、国際
応用行動分析学会と日本行動分析学会ではすでに非常に精力的な若手研究者として知られている。田中氏は
Ａ市発達障害者支援センターのアドバイザーとして、発達障害児の保護者や教師用の「サポートブック」や
「チャレンジブック」の開発にも参画し、ひとり一人の子どもの支援についてユーザーに分かりやすいガイ
ドブックを作成している。これらはＡ市発達障害者センターのインターネットサイトで公表され誰でもアク
セスできるようになっているが、研究の社会還元という点で特筆に値する。関西学院大学に研究事業を委託
したＡ市の発達障害者支援センターは、田中氏の実践研究を高く評価し、保育士研修の継続を重視している
ことは、2011年度の事業展開内容に示されている。
　今後の研究課題として、保育士研修の普及が保育園により個人差があることに対するより精密な分析が必
要である。また、保育士養成における全体的なカリキュラムに応用行動分析がどのように適合するかについ
ても今後の普及のためにはさらなる検討が望まれる。最終的には「受け入れやすさ」のより詳細な評価が必
要と考えられる。これらの３点については口頭試問で活発な質疑応答が行われ、今後の研究に資する論議の
展開がみられた。口頭試問は田中氏の自立した研究者としての力量が発揮される機会でもあった。
　田中氏は2011年８月22日に博士論文の公開発表を本学Ｆ号館で行った。審査委員会は、本博士学位申請論
文を慎重に審査し、同日、実施した口頭試問における結果と学会や研修実践現場などにおける諸活動から判
断し田中善大氏が博士（心理学）の学位を授与されるにふさわしいとの結論に達したのでここに報告する。
